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長久手市都市計画審議会議案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長久手市都市計画審議会 





 

 

第 １ 号議案 
 
令和６年２月２７日付け６長都第５６号で長久手市長が付議した「名古屋都

市計画道路の変更」について（長久手市決定） 
 
令和６年３月２２日提出 
 

長久手市都市計画審議会会長 
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名　古　屋　都　市　計　画

道 路 の 変 更

（長 久 手 市）

長　久　手　市
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名古屋都市計画道路の変更（長久手市決定）

都市計画道路中3・4・683号公園西駅南通り線を次のように変更する

区　域

番号 路 線 名 起　点 終　点
主　な
経過地

延　長
構　造
形　式

車　線
の　数

幅　員
地表式の区間における
鉄道等との交差の構造

3･4･683
公園西駅
南通り線

長久手市
石場

長久手市
前熊一ノ井

長久手市
石場

約 350m 地表式 2車線 18m 幹線街路と平面交差1箇所

「区域及び構造は計画図表示のとおり」

理由

名　　称 位　　　　　置 構　　　　　　　　　　　　造

その他 なお、長久手市石場地内に公園西駅前広場を設ける。

公園西駅周辺土地区画整理事業の換地処分に伴う住所変更にあわせ、起点の位置の名称、その他の内容を変更するもの
である。

種別 備　考

幹
線
街
路
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5 ※縮尺が異なるため、実際の図面は異なります。



6
※縮尺が異なるため、実際の図面は異なります。



 

 

第 ２ 号議案 
 
令和６年２月２７日付け６長都第５７号で長久手市長が付議した「名古屋都

市計画公園西駅周辺地区計画の変更」について（長久手市決定） 
 
令和６年３月２２日提出 
 

長久手市都市計画審議会会長 
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名　古　屋　都　市　計　画

地 区 計 画 の 変 更

（長 久 手 市）

長　久　手　市

9



名古屋都市計画地区計画の変更（長久手市決定）

都市計画公園西駅周辺地区計画を次のように変更する。

名 称 公園西駅周辺地区計画

位 置 長久手市神門前、石場の各一部

面 積 約19.1ha

地区計画の目標

本地区は、長久手市の東部に位置し、愛・地球博記念公園に隣接する

とともに、周囲には、香流川沿いの農地や丘陵地の緑などによる田園風

景が広がっている。一方で、東部丘陵線（リニモ）公園西駅が位置する

とともに、都市計画道路愛・地球博記念公園線と都市計画道路田籾名古

屋線が交差し、さらに、名古屋瀬戸道路長久手ICの至近であるなど、交

通利便性が高い。

都市計画マスタープランでは、その立地優位性を活かし、地域の生活

交流拠点や良好な住宅地を形成するものと位置づけられている。現在は、

長久手市の増加人口の受け皿としての役割も考慮して、土地区画整理事

業を進めている状況にある。

そこで本地区では、土地区画整理事業による都市基盤整備にあわせ、

地区計画を定めることにより、計画的な土地利用と良好な市街地環境の

形成をきめ細かに図ることを目標とする。

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

土地利用の方針

本地区を以下のように区分し、各地区の土地利用の方針を定める。

１ Ａ地区

低層の戸建住宅を中心とした良好な住環境の形成を図る。

２ Ｂ地区

中層住宅を中心とした良好な住環境の形成を図る。

３ Ｃ地区

周辺環境との調和に留意しつつ、駅前の立地特性を活かし、店舗、事

務所等が併存した利便性の高い住環境の形成を図る。

４ Ｄ地区

周辺環境との調和に留意しつつ、幹線道路沿道の立地特性を活かし

た活力ある商業・業務環境の形成を図る。

５ Ｅ地区

周辺環境との調和に留意しつつ、幹線道路沿道の立地特性や、広大な

敷地を活かした活力ある商業環境の形成を図る。

建築物等の整備

の方針

各地区の土地利用の方針に従い、良好な住環境及び景観の形成を図る

建築物の整備の方針を定める。

１ Ａ地区

低層の戸建住宅を中心とした良好な住環境の形成を図れるよう、建築

物等の用途の制限、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限、

垣又はさくの構造の制限を行う。

２ Ｂ地区

中層住宅を中心とした良好な住環境の形成を図れるよう、建築物等の

用途の制限、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限、建築物

等の高さの最高限度、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限、垣

又はさくの構造の制限を行う。
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３ Ｃ地区

周辺環境との調和に留意しつつ、駅前の立地特性を活かし、店舗、事

務所等が併存した利便性の高い住環境の形成を図れるよう、建築物等の

用途の制限、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限、建築物

等の高さの最高限度、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限、垣

又はさくの構造の制限を行う。

４ Ｄ地区

周辺環境との調和に留意しつつ、幹線道路沿道の立地特性を活かし

た活力ある商業・業務環境の形成を図れるよう、建築物等の用途の制

限、壁面の位置の制限、建築物等の高さの最高限度、建築物等の形態

又は色彩その他の意匠の制限を行う。

５ Ｅ地区

周辺環境との調和に留意しつつ、幹線道路沿道の立地特性や広大な敷

地を活かした活力ある商業環境の形成を図れるよう、建築物等の用途の

制限、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限、建築物等の高

さの最高限度、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限を行う。

その他当該地区

の整備・開発及び

保全に関する方

針

本地区では、長久手市全体の環境配慮型まちづくりのモデルとして、環

境配慮型基盤整備や、環境配慮型住宅ガイドラインに基づく敷地・建築物

の緑化と環境性能向上、乗用車の利用抑制等の取組を積極化する。
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「区域及び地区の区分は計画図表示のとおり」

地
区
整
備
計
画

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項

地区の区分

地区の名称 Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区

地区の面積 約4.0ha 約2.0ha 約4.5ha 約2.4ha 約6.2ha

建築物等の用途の制限

次に掲げる建築物は建築してはな

らない。

１ 公衆浴場

次に掲げる建築物は建築してはなら

ない。

１ 公衆浴場

次に掲げる建築物は建築してはならな

い。

１ ホテル又は旅館

２ ボーリング場、スケート場、水泳場、

スキー場、ゴルフ練習場又はバッティン

グ練習場

３ マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、

勝馬投票券発売所、場外車券売場その他

これらに類するもの

４ 公衆浴場

５ 自動車教習所

６ 床面積の合計が15㎡を超える畜舎。た

だし、ペットショップ、動物病院その他

これらに類するものを除く。

次に掲げる建築物は建築してはなら

ない。

１ ホテル又は旅館

２ 公衆浴場

３ 自動車教習所

４ 倉庫業を営む倉庫

５ 床面積の合計が15㎡を超える畜舎。

ただし、ペットショップ、動物病院そ

の他これらに類するものを除く。

次に掲げる建築物は建築してはならな

い。

１ 住宅

２ 住宅で事務所、店舗その他これらに

類する用途を兼ねるもののうち建築基

準法施行令（昭和25年政令第338号）第

130条の3の各号で定めるもの

３ 共同住宅、寄宿舎又は下宿

４ ホテル又は旅館

５ スキー場、ゴルフ練習場又はバッテ

ィング練習場

６ マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場

、勝馬投票券発売所、場外車券売場そ

の他これらに類するもの

７ 公衆浴場

８ 神社、教会、寺院その他これに類す

るもの

９ 自動車教習所

10 倉庫業を営む倉庫

11 床面積の合計が15㎡を超える畜舎。

ただし、ペットショップ、動物病院そ

の他これらに類するものを除く。

建築物の敷地面積の最低限度 200㎡ － 1,500㎡

壁面の位置の制限

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から隣地境界線までの距離（以下「

外壁後退の距離」という。）は、1.0ｍ以上とする。ただし、物置、車庫その

他これらに類する用途に供し、軒の高さが2.5ｍ以下で、かつ、外壁後退の距

離の限度に満たない距離にある床面積の合計が15㎡以内の建築物又は建築物

の部分は除く。

外壁後退の距離は、0.75ｍ以上とする。ただし、物置、車庫その他これらに類す

る用途に供し、軒の高さが2.5ｍ以下で、かつ、外壁の後退距離の限度に満たない距

離にある床面積の合計が15㎡以内の建築物又は建築物の部分は除く。

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面

から都市計画法（昭和43年法律第100号）

第14条第1項に規定する計画図に示す道

路境界線までの距離は、5.0ｍ以上とする

。ただし、物置、車庫その他これらに類

する用途に供し、軒の高さが2.5ｍ以下で

、かつ、外壁後退の距離の限度に満たな

い距離にある床面積の合計が15㎡以内の

建築物又は建築物の部分は除く。

建築物等の高さの最高限度 － 12ｍ 20ｍ 25ｍ

建築物等の形態又は色彩その他

の意匠の制限
－

敷地内の広告物又は看板（建築物に設置するものを含む。）は、自己の用に供するものに限定する。

垣又はさくの構造の制限

道路、公園又は緑地に接する垣又はさくは、生垣あるいは透視性のあるフェンス、鉄さく等とし、ブロック塀等これに

類するものは設置してはならない。ただし、フェンス類の基礎でブロック等これに類するものの高さが0.6ｍ以下のもの、

又は門柱にあってはこの限りでない。 －
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理由

公園西駅周辺土地区画整理事業の換地処分に伴う住所変更にあわせ、公園西駅周辺地区計画の位

置の名称を変更するものである。
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14 ※縮尺が異なるため、実際の図面は異なります。



15

※縮尺が異なるため、実際の図面は異なります。



 

 

第 ３ 号議案 
 
令和６年２月２７日付け６長都第５８号で長久手市長が付議した「名古屋都

市計画公園西駅周辺先導住宅街区地区計画の変更」について（長久手市決定） 
 
令和６年３月２２日提出 
 

長久手市都市計画審議会会長 
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名　古　屋　都　市　計　画

地 区 計 画 の 変 更

（長 久 手 市）

長　久　手　市
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名古屋都市計画地区計画の変更（長久手市決定）

都市計画公園西駅周辺先導住宅街区地区計画を次のように変更する。

名 称 公園西駅周辺先導住宅街区地区計画

位 置 長久手市石場の一部

面 積 約1.5ha

地区計画の目標

本地区は、長久手市の東部に位置し、愛・地球博記念公園に隣接する

とともに、周囲には、香流川沿いの農地や丘陵地の緑などによる田園風

景が広がっている。一方で、東部丘陵線（リニモ）公園西駅が位置する

とともに、都市計画道路愛・地球博記念公園線と都市計画道路田籾名古

屋線が交差し、さらに、名古屋瀬戸道路長久手ICの至近であるなど、交

通利便性が高い。

都市計画マスタープランでは、その立地優位性を活かし、地域の生活

交流拠点や良好な住宅地を形成するものと位置づけられている。

そこで本地区では、計画的な土地利用と良好な市街地環境の形成をき

め細かに図るため、土地区画整理事業による都市基盤整備にあわせてそ

の一部で環境に配慮したまちづくりを推進する先導的な地区計画を定め

る。建築物の規制誘導を積極的に推進し、緑化率を高め、周辺の自然環

境と街区の緑が融合し、杜のなかに暮らすようなゆとりある住環境の形

成を図ることを地区計画の目標とする。

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

土地利用の方針

良好な住宅市街地として環境保全を期するため、建築物等の規制、誘

導、街区内の緑化を推進することで、低層の戸建て住宅を中心とした良

好で緑あふれ、ゆとりある住環境の形成を図る。

建築物等の整備

の方針

低層の戸建て住宅を中心とした良好な住環境の形成が図れるよう、建

築物等の用途の制限、建築物の敷地面積の最低限度、建築物の壁面の位

置の制限、垣又はさくの構造の制限、緑化率の最低限度の制限を行う。

その他当該地区

の整備・開発及び

保全に関する方

針

本地区では、長久手市全体の環境配慮型まちづくりのモデルとして、環

境配慮型基盤整備や、環境配慮型住宅ガイドラインに基づく敷地・建築物

の緑化と環境性能向上等の取組を積極化する。
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区域、壁面の位置の制限及び土地利用の制限の区域は計画図表示のとおり

理由

公園西駅周辺土地区画整理事業の換地処分に伴う住所変更にあわせ、公園西駅周辺先導住宅街区

地区計画の位置の名称を変更するものである。

地
区
整
備
計
画

建
築
物
に
関
す
る
事
項

建築物等の用途の制限
次に掲げる建築物は、建築してはならない。

公衆浴場

建築物の敷地面積の最低限度 ２００㎡

壁面の位置の制限

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面（以下「外壁等」

という。）から敷地境界線までの距離については、次の

各号に定めるところによる。

１ 建築物の外壁等から敷地境界線までの距離は、都市

計画法（昭和43年法律第100号）第14条第1項に規定す

る計画図のとおりとする。

２ 建築物の外壁等から敷地境界線（計画図に示すもの

を除く。）までの距離（以下「後退距離」という。）は、

１．０ｍ以上とする。

ただし、物置、車庫その他これらに類する用途に供

する建築物又は建築物の部分で軒の高さが２．５ｍ以

下で、かつ、後退距離の限度に満たない部分の床面積

の合計が１５㎡以内のものはこの限りでない。

垣又はさくの構造の制限

垣又はさくを設置する場合は、次を満たすものとす

る。

１ 道路境界線に面する敷地の部分に設置する垣又は

さくは生垣とし、生垣は延長方向１．０ｍあたり２本

以上で高さ０．９ｍ以上の木を植樹すること。ただし、

透視性のあるフェンスを道路境界線から１．０ｍ以上

後退させ道路境界線からフェンスまでの部分に奥行

き０．５ｍ以上の植樹帯を設ける場合は、この限りで

ない。

２ 隣地境界線に面する敷地の部分に設置する垣又は

さく（生垣を除く。）は、道路境界線から１．０ｍま

での部分には設置しないものとする。

緑化率の最低限度 １０分の２
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21 ※縮尺が異なるため、実際の図面は異なります。



22

※縮尺が異なるため、実際の図面は異なります。


